
 
 

識別：助手席側フロントドア上側ヒンジ上側ボルト頭部に黄色ペイントを塗布する。 

燃料電池システムを冷却する電動ウォータポンプにおいて、駆動用モータの磁石の表面処理が不

適切なため、冷却水により磁石が腐食することがある。そのため、そのまま使用を続けると腐食が

進行し、電動ウォータポンプが作動しなくなり、パワーモードオン時に警告灯、警告表示が点灯し、

燃料電池システムが起動しない。または、走行中に警告灯、警告表示が点灯し、燃料電池システム

が停止して、最悪の場合、走行不能となるおそれがある。 

改善の内容 

全車両、電動ウォータポンプを対策品と交換する。 

注：      は交換する部品を示す。 

基準不適合発生箇所 

電動ウォータポンプ 

改 善 箇 所 説 明 図 


